
デジタル教科書指導案／地理的分野
1．題材　p.72-73　EUの成り立ちとその影響
2．目標　⑴　EU誕生までの経緯や、成立によってもたらされた国家間の結び付きを理解できる。
	 ⑵　EU結成の背景と統合による人々の生活の変化について考えることができる。

4．指導過程

学習内容・学習活動 資料・発問 留意点（○）・指導のポイント（◆）

導
　
　
入

１．「ドイツとポーラ
ンドの国境にかかる橋
を渡る人々」の写真を
題材にし、本時の課題
をつかむ。

２．「主な EU 諸国の
貿易相手国・地域の変
化」のグラフを見なが
ら、学習課題への見通
しを持つ。

○　EUについて知っていること
を発表させながら、本時への導入
を図る。
○　2枚の写真を示して国境の違
いをつかませる。

〇　「学習前の予想」へ記入させ、
本時の学習展開の見通しを持た	
せる。
〇　各国の貿易額が増加し、貿易
相手国・地域に占めるEUの割合
が高まっていることに気付かせ、
EU加盟により貿易が活発になっ
たと予想させる。
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開

３．EU誕生の経緯を
理解し、統合を進めた
背景を考える。

⑴　統合の経緯

○　学習プリントを活用し、EC 結
成から EU統合、共通通貨導入な
ど、現在までの変化をまとめさせ、
理解させる。

2枚の国境の写真を見て、気付いたことを挙げて
みよう。

1985年から 2015年の間に、どのような変化
があったのだろうか。

EUの変化をまとめてみよう。

学習課題：�ヨーロッパでは、国境を越えた結び付きが強まることにより、人々の生活にどのような変化が見
られたのだろうか。

評価との関連 指導のポイント

知識・技能 ・EU加盟によって加盟国や周辺国にもたらされる影響について理解している。

思考・判断・表現
・EU設立の理由について考察し、文章などで説明している。
・EU統合により、人々の生活にもたらされた変化について考察している。

3．章・節の評価規準例につながる指導のポイント

p.72 ■1 p.72 ■2

p.73 ■3

〔ジェトロ世界貿易投資報告 2016年版，ほか〕中国＊2 スイス 4.3

EC 46.1％ その他 26.513.3 11.0

EU 49.4％ 11.2 7.6 その他 27.5
アメリカ合衆国 スイス 4.3

アメリカ合衆国 日本 3.1 スペイン 3.6
EC 50.5％ その他 30.98.1 6.9

EU 58.7％ その他 26.9
中国＊3

アメリカ合衆国

EC 48.0％ その他 26.114.2 8.8

EU 57.7％ その他 19.98.1 7.6
アメリカ合衆国 ロシア 2.4

EFTA アメリカ合衆国 日本 2.9

中国

EFTA アメリカ合衆国 EFTA

EC 20.6 その他 34.97.6

EU 69.6％ 16.5
中国 6.3 ロシア 5.1

チェコスロバキア 5.0
EFTA 東ドイツ 4.8 

ソ連 27.1％

アメリカ合衆国 2.5
ポーランド 4.3

ソ連 31.9％ その他 24.3

その他

EC 18.5 9.4 6.3

EU 77.9％ 12.7
中国 3.7 ロシア 2.8

EFTA

アメリカ合衆国 2.9

チェコスロバキア東ドイツ 

その他

5.3

7.17.3

EC(1985年）：ベルギー，ルクセンブルク，
オランダ，ドイツ，フランス，
イタリア，イギリス，アイルラ
ンド，デンマーク，ギリシャの
10か国

EU(2015年）：EU加盟28か国

＊1 ドイツの1985年（上段）は
　 西ドイツ
＊2 ホンコンを除く
＊3 ホンコンを含む

イギリス
2106億ドル
（1985年）
1兆959億ドル
（2015年）

ドイツ＊1

3409億ドル
（1985年）
2兆3824億ドル
（2015年）

フランス
2050億ドル
（1985年）
1兆585億ドル
（2015年）

ポーランド
223億ドル
（1985年）

（2015年）
3930億ドル

ハンガリー
167億ドル
（1985年）
1922億ドル
（2015年）

 「主な国の貿易相手国・地域の変化」

ほっそく
EC発足当時の加盟国（1967年）
1970～1980年代の加盟国
1990年代の加盟国
2000年代以降の加盟国

EU加盟のユーロ導入国（2020年6月現在）

あつか
※2 キプロスについては，北部地域は正式に加盟

していませんが，一国として扱っています。

※1 イギリスは2020年に離脱しました。
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（西ドイツ）

（東ドイツ）

年 主なできごと

1967 フランス、イタリアなど６か
国で（　EC　）を結成する。

1993 組織の名称が（　ヨーロッパ
連合（EU）　）になる。

1999 共通通貨の（　ユーロ　）を
導入する。

2013 クロアチアが加盟し、加盟国
数が（　28　）か国となる。

2020（　イギリス　）が離脱し、 
（　27　）か国となる。
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⑵　統合の背景 ○　人口とGDPの比較から、ヨー
ロッパの国々が統合を進めてきた
背景を考えさせる。

○　第二次世界大戦からの反省な
どの背景もあることを理解させる。

４．統合により生じた
人々の生活の変化を理
解する。

⑴　統合のメリット

⑵　共通通貨

○　資料から、EU統合によって
具体的にどのような変化があるの
かを考えさせる。

○　日本人の場合でも外国で同じ
ことができるかどうか考えさせな
がら理解させる。

○　ユーロについて理解させ、
EU加盟国とユーロ導入国の関係
を読み取らせる。

◆　EU加盟国でもユーロを導入
していない国があることに気付か
せる。

整
　
　
理

５．本時のまとめをする。

６．学習課題への振り
返りの活動を行う。

◆　EUの統合によって、自由に
居住し、働けるようになったり、
国境を越えた買い物や旅行などが
活発になったりしたなどの変化に
ついて説明できたか確認する。

〇　「学習後の振り返り」へ記入
させ、「学習前の予想」と比較さ
せる。

「学習後の振り返り」の欄に記入してみよう。

EU統合によって生活はどのように変化したのだ
ろうか。

EU加盟国のうち、ユーロを導入していない国を
挙げてみよう。

EUの統合によって人々の生活はどのように便利
になったのか、説明しよう。

 地図帳 p.49 ③

なぜヨーロッパの国々は統合を目指したのだろうか。
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※1 中国の面積・人口はホンコン・マカオ・台湾を含む，GDPは本土のみ
※2 日本の面積・人口は2019年

p.73 ■6

国境の通過が自由で関税もない

ユーロ導入国どうしで
は，両替せずに買い物
ができる

他国の大学の授業を受けても
卒業資格がとれる

仕事の資格が共通
で，他国でも働くこ
とができる

製品の規格が同じなので，
他国でもそのまま使える

p.73 ■4


